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夏休み期間中は、親子で一緒に体験する活動が多数計画され、開催されましたので紹介します！

岐阜市立合渡小学校 ７月２４日

合渡小学校では、隣接する合渡公民館さんとコラボし
て、親子体験型（B）の家庭教育学級を開催されました。
講師の先生の都合もあり、日曜日の開催でしたが、仕事
がお休みであることが多い日曜日ということもあり、参
加された保護者の半分近くがお父さんでした。家庭教育
学級を意図的に土日に計画し、普段は仕事の関係で参加
していただけない保護者にも参加しやすくなるよう工夫
するのも１つの方法だと思います。
講師は、科学教室・ものづくり教室を積極的に行って

見える「ガリレオクラブ」の山本了司氏とその奥様が務
められました。今回、子どもたちが作成したモーターを
使った動くおもちゃは、山本先生のオリジナル作品で、
400円ほどの予算で製作できるようにと使う部品の選別
も工夫されているということでした。
この日は、３４名の親子が、１時間ほどかけてUFOを

作成しましたが、低学年の子どもたちでも完成できるよ
うに丁寧な準備をしていただいていたので、保護者の方
が見守る中、ほとんど子どもが自分の力だけで完成させ
ていました。自分の手でモーターを使った動くおもちゃ
を作り上げることができたことは、子どもたちにとって
かけがえのない経験です。おもちゃづくり後には、山本
先生によるおもしろい実験やオリジナル作品の紹介が行
われましたが、子どもたちが前のめりになって話を聞い
たり見入ったりする姿をみていると、科学への関心は、
けっして薄れていないなあと感じました。
役員の方々が講師となって、親子活動を仕組まれるこ

とにも挑戦していただけるとよいのではないでしょうか。

新型コロナウイルス感染症第７波の拡大に伴い、追加案内
を発出され、注意喚起を行ったり、チェックシート提出を
促したりすることは大切なことですね。

・親子で楽しく工作できました。楽しんで作っている子どもをみれ、
家でも一緒にやってあげたいと思いました。（親）

・少しむずかしかったけど、うまくできて楽しめました。（子）
・親子で参加しました。とても楽しく作業することができました。
また、機会があったら参加したいです。（親）

・子どもが大変興味深く取り組んでおりました。参加してとてもよ
かったと感じています。（親）

・家でも兄弟で物づくりをしていて、子どもの希望で参加しました。
細かい作業が苦手だったけれど、ほとんど手をだすことなく完成
できていたので、成長を感じることができました。（親）

案内

アンケート

追加案内

≪参加者の感想≫



各務原市立鵜沼第一小学校 「アルミ缶炊飯」 ７月２７日

鵜沼第一小学校では、親子体験活動として、アルミ
缶を使ってご飯を炊く親子体験型（B）の取り組みを
計画されました。講師には、学級長さんのお知り合い
で、22年間ボーイスカウトを指導されてきた大竹和行
氏をお招きし、ご教授いただきました。
通称サバメシ（サバイバル飯炊き）は、災害時にラ

イフラインが途絶えても、空き缶を炊飯器代わりにご
飯を炊く技で、防災教育の一環として取り上げること
もできます。また、今流行りのキャンプでも活用でき
る技なので、親子で是非体験しておきたい内容だと感
じました。
今回は、350mlのアルミ缶を1人2個準備し、1個

は炊飯用、もう1個はかまどとして加工しました。ア
ルミ缶を半分程の高さで切断し、空気穴や薪代わりに
燃やす、松ぼっくりや牛乳パックを細く切ったものを
入れる穴を開ける作業をカッターナイフや普段使うこ
とがほとんどない缶切りを使って行いました。
炊飯器がないとご飯が炊けないと思っている子ども

たちにとっては、身の回りの物を代用して、ご飯が炊
けることを体験を通して知ることができ、保護者の方
も初体験の方が多く、親子で感動していました。

100円ショップで購入できる固形燃料を今回は熱源
としてご飯を炊きましたが、初めてマッチを擦る子ど
もがほとんどで、生活体験の少なさを補う活動として

も有効であるなあと感じました。
ご飯が炊きあがるまで２５分ほどを要したので、

その間に、歯磨き・お口のケアの仕方についての講
話が行われるという工夫がされていましたし、活動
後に行ったアンケートは、親と子で別の内容のもの
を準備されるという工夫がなされおり、いろいろ考
えられている点が素晴らしいなあと感心しました。

今回作成したアルミ缶かまどは、何度も
使用が可能なため、お土産として持ち帰り
ましたが、同じアルミ缶を使って、液体燃
料用のミニガスコンロ（左）を作製するこ
とも可能であることが紹介されました。

≪子どもの感想≫
・勉強になったし、楽しかったです。また家でも
アルミ缶炊飯をやりたいです。

・すごくもっちりしていて、おいしかったです。

≪保護者の感想≫
・知らないことを「知る」「経験する」
ことが少ない中、貴重な経験ができま
した。楽しかったです。防災への意識
も高まりました。

・アルミ缶が災害時や家の外で調理道具
に変わることを初めて知り、新しい発
見をしました。子どもと二人楽しく参
加させていただきました。

・こどもがこんなにも白ごはんをたべる
のを初めて見ました。とてもふっくら
していて、おいしかったです。



瑞穂市 「パパママくらぶ」 7月8日

園や小中学校で、家庭教育学級の開催をお願いしていま
すが、子育てについては出産と同時に始まります。つまり、
入園、入所の前段階においても、親が子育てについて学ぶ
ことができるように、各市町においてその機会が設けられ
ています。
瑞穂市では、出産前の妊婦さんとそのパートナーに対し

て、子育てのための興味深い講習を行ってみえますので、
その取り組みを紹介します。
左の写真は、その講習の１つです。この日は妊婦体験と

沐浴の実習が行われました。
妊婦体験では、５kgほどのおもりを身に付け、床に転

がってもらい、おなかが重くて仰向けには寝られないこと
や寝返りをうつのも大変なこと。床に落ちた物を拾うこと
が困難で、階段を降りるときは、おなかに隠れ足元を見る
ことができず、とても危険な状態であることを男性パート
ナーに経験してもらっていました。
沐浴体験は、赤ちゃんの人形を使って行われました。最

初に講師の保健師から、赤ちゃんの抱き方や支え方を学び、
沐浴についての説明を聞いて流れをつかみます。各テーブ
ルには保健師が1名ずつ配置され、アドバイスをもらいな
がら、顔を拭いたり、体を洗ったりしました。また、から
だを洗い終わった後は、おむつの付け方や、服の着せ方な
どについても体験していました。多くのテーブルでは、プ
レパパが率先して体験を行っている姿がありました。
この講座で大切にされていることは、子育てはパパとマ

マが協力して行うものであること。また、しっかり相談し
て行うものであることを、体験を通して学んでもらうこと
です。
特に、新生児期の子育ては、母親に負担がかかるので、

その負担を減らすための工夫を、子どもが生まれる前に、
夫婦でよく相談しておくように、保健師から指導されてい
ました。

≪参加者の感想≫より
・出産前に体験することができて良かったです。
・夫婦で参加できて、意識が高まりました。
・お互い支えあうことが、とても大切だと感じました。
・夫が、少しでもおなかの重みやちょっとした動作を
とることの辛さを分かってくれたみたいなので、よ
かったです。

≪妊婦さんメニュー≫
・育ママサロン
・プレママ赤ちゃんのお世話講座
・沐浴講座
≪夫婦メニュー≫
・パパ 妊婦さんに変身

赤ちゃんをお風呂に入れてみよう！
・パパにもできるよ！ 楽なお産ストレッチ
≪ファミリーメニュー≫
・産科医からのメッセージ 赤ちゃんの命を守るために
・優しさ育て！ 木のスプーン作り



子育てに悩みはつきものですが・・・
子育て中の母親へのアンケートの結果を見てみると、悩みの１位は「子どもに対してイライラする」で

す。次に「叱り方を迷う（２位）」「しつけの方法が分からない（３位）」が続きます。これらの悩みを
軽減するための取り組みが、正に「家庭教育学級」です。今年度、少しずつ参集型の家庭教育学級を開催
してくださっていますが、是非、これらの悩みについて、保護者同士が意見交流できる場を設けていただ
き、お互いが参考にできるようにしていただきたいと考えます。
イライラしてしまう原因として代表的なものとして、「子どもが言うことを聞かない」「自分の時間、

ひとりの時間がない」「自分の思いどおりにいかない」となります。
子どもに「◯◯しなさい」と言っても聞き入れられずに真逆のことを行ったり、イヤイヤ期で一日中

「イヤ」と言い続けたりする子どもに対し、ついイライラしてしまいます。また、時間がないのに、子ど
もがぐずったりわがままを言ったりして、予定どおりに家事や用事を済ませることができないとイライラ
がさらに大きくなりますね。
では、このイライラ感を落ち着かせる方法はあるのでしょうか。イライラしたときの対応策、まずは

「６秒数えながら深呼吸をする」です。イライラする気持ちのピークは長くても６秒と言われています。
したがって、６秒を数えながら深呼吸することで、イライラした気持ちを落ち着かせることができます。
それでも、子どもの態度や姿を見てイライラしてしまうのであれば、子どもの安全を確保して、その場

を離れて別の空間で過ごしてみるとか、それでもダメなら、電話やLINEなどで誰かに話しを聞いてもら
うなどして、イライラ感を胸の外に出すようにしましょう。（相談窓口はいろいろあります）

2009年に内閣府が行った「子育ての楽しさ・つらさに関する調査」の報告書によると「子育てが楽し
い」と感じることが多いと思うか、それとも「辛い」と感じることが多いと思うかについての質問に対し、
「楽しいと感じることの方が多い：55.6%」「楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい：
31.9%」で、８割以上の親が子育てを「楽しい」と感じています。3年ほど前に行われた民間会社による
調査でも同様な結果が出ており、これらの調査結果には「ホッ」とします。
子育てを楽しむために大切なことの１つは、心に余裕をもつことです。心に余裕があれば、思いどおり

にいかないことがあっても、子育てそれ自体を楽しめるかもしれません。
子育てに正解はありません。少し肩の力を抜いてみることが大切なのではないでしょうか。

家庭教育学級動画資料が、岐阜県
のHPにアップされています。
右の画像は、「愛の鞭ゼロ作戦」

の啓発動画の一部です。「体罰にた
よらない子育て」として5つのポイ
ントを紹介しています。家庭教育学
級の活動の一環として、「子育てに
ともなうストレス」をテーマに研修
を企画・運営される場合は、研修中
に、この動画教材の視聴を組み入れ
るなどして、是非ご活用ください。

家庭教育プログラム(乳幼児期編）「みんなで子育てⅡ」プログラム１２の『子育てのストレス
（幼児期）』に、ワークシート、資料、進行案が掲載してあります。これらを活用して家庭教育学級
を開催することが可能です。冊子がお手元にない場合は、岐阜県HPよりダウンロードしてお使いく
ださい。また、小中学校は、「みんなで子育て３」プログラム１０『児童虐待』をお使いください。


